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喰 Health Care System for the Elderly

期高齢者医療保険後

興
 
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
 

　
 
皆
さ
ん
へ
お
知
ら
せ
で
す

●
平
成
　
・
　

年
度
の
保
険
料
率

22

23

　
が
決
定
し
ま
し
た

　
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
２
年
ご
と
に
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
平
成
　
・
　

年
度
に
つ
い
て
は
、
次

22

23

の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▼
平
成
　
・
　

年
度
の
後
期
高
齢

22

23

　
者
医
療
保
険
料

○
均
等
割
額
（
年
額
）

　
４
７
，
０
０
０
円

○
所
得
割
率

　
９
・
０
３
㌫

　
１
人
当
た
り
の
保
険
料
額
（
年
額
）

は
、
均
等
割
額
＋
所
得
割
額
（
基
礎
控

×

除
後
の
総
所
得
金
額
 
９
・
０
３
㌫
）

に
な
り
ま
す
。

※
年
額
　
万
円
が
上
限
に
な
り
ま
す
。

50

●
平
成
　
年
度
の
保
険
料
に
つ
い

22

　
て
も
軽
減
が
あ
り
ま
す

　
平
成
　
年
度
も
、
保
険
料
の
軽
減
は

22

続
き
ま
す
。

▼
所
得
が
低
い
人
の
軽
減

○
「
均
等
割
額
」
の
軽
減
（
被
保
険
者

　
と
世
帯
主
の
総
所
得
金
額
で
計
算
）

◎
９
割
軽
減

　
基
礎
控
除
（
　
万
円
）
を
超
え
な
い

33

世
帯
で
、
被
保
険
者
全
員
が
年
金
収

入
　
万
円
以
下
（
そ
の
他
の
各
種
所

80
得
が
な
い
場
合
）

◎
８
・
５
割
軽
減

　
基
礎
控
除
（
　
万
円
）
を
超
え
な
い

33

世
帯

◎
５
割
軽
減

　
基
礎
控
除
（
　
万
円
）
＋
　
・
５
万

33

24

×円
 
世
帯
の
被
保
険
者
数
（
被
保
険

者
で
あ
る
世
帯
主
を
除
く
）
を
超
え

な
い
世
帯

◎
２
割
軽
減

　
基
礎
控
除
（
　
万
円
）
＋
　
万
円×

 

33

35

世
帯
の
被
保
険
者
数
を
超
え
な
い
世

帯
○
「
所
得
割
額
」
の
軽
減
（
被
保
険
者

　
の
総
所
得
金
額
で
計
算
）

◎
５
割
軽
減

　
基
礎
控
除
の
総
所
得
金
額
が
　
万
円

58

　
以
下
の
人

▼
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶

　
養
者
の
人
の
軽
減

　
均
等
割
額
が
９
割
軽
減
さ
れ
、
所
得

割
額
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

▼
保
険
料
額
の
例

・
例
①

　
均
等
割
の
軽
減
９
割
で
、
所
得
割
な

　
し
の
場
合

　
年
額
　
４
，
７
０
０
円

・
例
②

　
均
等
割
の
軽
減
８
・
５
割
で
、
所
得

　
割
な
し
の
場
合

　
年
額
　
７
，
０
０
０
円

●
保
険
料
の
支
払
い
方
法
は
、
特

　
別
徴
収
・
普
通
徴
収
の
２
種
類

○
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

　
の
人

　
平
成
　
年
４
月
か
ら
、
特
別
徴
収
で

22

支
払
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
中
の
所
得
を
も
と
に
計
算

20

さ
れ
た
仮
徴
収
額
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
の
確
定
保
険
料
は
、
平

22

成
　
年
中
の
所
得
確
定
後
の
７
月
以
降

21
決
ま
り
ま
す
。

○
普
通
徴
収
（
納
付
書
や
口
座
振
替
）

　
の
人

　
平
成
　
年
７
月
か
ら
、
普
通
徴
収
で

22

お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

　
平
成
　
年
中
の
所
得
確
定
後
の
確
定

21

保
険
料
に
な
り
ま
す
。

※
　
歳
で
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険

75

者
に
な
っ
て
し
ば
ら
く
は
、
普
通
徴

収
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
特
別
徴

収
に
変
わ
り
ま
す
。

　
な
お
、
特
別
徴
収
で
支
払
う
人
は
、

申
し
出
に
よ
り
、
口
座
振
替
へ
の
支
払

方
法
に
変
更
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
確
実
な
納
付
が
見
込
め
な

い
人
は
、
変
更
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
を
、
配

　
偶
者
や
子
ど
も
の
口
座
か
ら
の
振
替

　
に
し
た
場
合
は
、
支
払
っ
た
人
の
社

　
会
保
険
料
控
除
と
す
る
こ
と
が
で
き

　
ま
す
。

●
保
険
料
の
滞
納
に
伴
う
被
保
険

　
者
証
の
交
付
に
つ
い
て

　
毎
年
８
月
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
証
の
交
付
を
行
い
ま
す
が
、
前

年
度
以
前
の
保
険
料
が
未
納
で
あ
る
人

に
つ
い
て
は
、
短
期
証
の
交
付
と
な
り

ま
す
。

●
保
険
料
の
滞
納
に
伴
う
被
保
険

　
者
証
の
交
付
に
つ
い
て

　
町
で
実
施
す
る
健
診
（
血
液
検
査
な

ど
）
は
、
自
己
負
担
８
０
０
円
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に

が
ん
検
診
（
自
己
負
担
あ
り
）
も
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
自
身
の
健
康
を
維

持
す
る
た
め
に
１
年
に
１
度
は
、
進
ん

で
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
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興
 国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
 

　
 の
交
換
は
お
済
み
で
す
か
？

●
被
保
険
者
証
の
交
換
が
お
済
み
 

　
で
な
い
人
は
窓
口
で
交
換
を
！

　
甲
佐
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
人
で
、
平
成
　
年
度
の
被
保
険

22

者
証
の
交
換
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
人

は
、
旧
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
上
、

町
住
民
生
活
課
窓
口
で
切
り
替
え
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
該
当
す
る

　
人
の
被
保
険
者
証
は
、
７
月
に
送
付

　
し
ま
す
。

●
被
保
険
者
証
が
「
カ
ー
ド
」
に

　
変
わ
り
ま
し
た

　
こ
れ
ま
で
、
国
保
の
被
保
険
者
証
は
、

加
入
世
帯
ご
と
に
１
枚
交
付
し
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
　
年
度
か
ら
は
被
保
険

22

者
１
人
に
１
枚
の
カ
ー
ド
形
式
と
な
り

ま
し
た
。
被
保
険
者
証
の
交
付
を
受
け

た
ら
必
ず
記
載
内
容
を
確
認
し
、
紛
失

し
な
い
よ
う
大
切
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

①
住
所
・
氏
名
な
ど
記
載
内
容
に
誤
り

　
が
な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

②
カ
ー
ド
は
台
紙
か
ら
は
が
し
、
ケ
ー

　
ス
に
入
れ
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

③
被
保
険
者
証
は
身
分
を
証
明
す
る
も

　
の
に
な
り
ま
す
の
で
、
紛
失
し
な
い

　
よ
う
大
切
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

●
遠
隔
地
被
保
険
者
証
の
手
続
き

　
に
つ
い
て

　
被
保
険
者
証
の
カ
ー
ド
化
に
伴
い
、

遠
隔
地
被
保
険
者
証
の
手
続
き
は
不
要

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
修
学
や
施
設

入
所
な
ど
で
住
民
票
が
甲
佐
町
に
な
い

人
に
つ
い
て
は
、
町
住
民
生
活
課
へ
の

届
け
出
が
必
要
で
す
。

▼
届
け
出
に
必
要
な
も
の

・
印
か
ん

・
４
月
１
日
以
降
に
発
行
さ
れ
た
在
学

　
証
明
書
ま
た
は
在
園
証
明
書

町住民生活課　志096-234-1111(内線108)町教育委員会社会教育課　志096-234-2447

興
 自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

　
  　
シ
リ
ー
ズ
臼

●
人
権
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

　
人
は
誰
で
も
自
分
ら
し
く
、
幸
せ
に

生
活
す
る
と
い
う
基
本
的
な
権
利
を
、

生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
権
利
を
「
人
権
」
と
い
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
「
人
権
」
と
い
う
と
、
「
難

し
い
・
堅
苦
し
い
」
と
か
、
「
自
分
に

は
関
係
な
い
」
と
考
え
て
し
ま
う
な
ど
、

普
段
の
生
活
か
ら
か
け
離
れ
た
「
非
日

常
的
な
こ
と
」
と
受
け
止
め
ら
れ
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
人
権
問
題

は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
場
で
あ
る

家
庭
や
地
域
、
職
場
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

と
こ
ろ
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
他
人
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
人
権

が
大
切
に
さ
れ
る
た
め
に
一
番
大
事
な

こ
と
は
、
す
べ
て
の
人
が
お
互
い
を
尊

重
し
な
が
ら
行
動
す
る
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
同
和
問

題
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に

つ
い
て
正
し
く
理
解
す
る
と
と
も
に
、

身
近
に
あ
る
人
権
問
題
に
気
付
き
、
自

分
の
こ
と
と
し
て
考
え
、
行
動
で
き
る

態
度
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

喰 National Health Insurance

民健康保険国
喰 Human Rights

権人

●「カード」形式に変った国保の被保険者証

人人　権権

自自　由由 平平　等等 幸福の幸福の追追求求

・
住
み
た
い
と
こ
ろ
を
自
由
に

　
選
べ
る
。

・
自
由
に
学
問
や
表
現
が
で
き

　
る
、
な
ど
。

つつままりり、、人人権権ととはは……
私私たたちちみみんんなながが生生ままれれななががららににししてて

持持っってていいるる、、奪奪わわれれるるここととののなないい権権利利

・
年
齢
の
違
い
や
障
が
い
の
有

　
無
な
ど
で
差
別
的
な
取
り
扱

　
い
を
さ
れ
な
い
、
な
ど
。

・
私
た
ち
は
個
人
と
し
て
尊
重

　
さ
れ
、
名
誉
、
プ
ラ
イ
バ

　
シ
ー
を
守
ら
れ
る
、
な
ど
。


